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特集　
いながわ☆未来創造交流会

22

6平成２４年度決算を認定！

19
いなが♥輪　猪名川バドミントンクラブ
           　   松尾台老人クラブみどり会

26瞬（ときめき）　西山 美なコさん

27私のオススメ★　多田銀銅山の金山彦神社

28特派員報告　清流猪名川でマス釣りに挑戦！

いながわの星空★　「りゅうこつ座」

これからの猪名川町を担う新成人☆おめでとう！

「大好きなまち」だから…

出初式で一斉放水！きれいな虹で今年も絶好調！

平成 26年
月22
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空家の
増加

少子化
の進行

障がいの
ある人の
生活

子ども
の教育

自然環境
の悪化

地域
資源の
有効活用

まちづくり
について

医療機関
の充実

高齢者
の一人
暮らし

若者の
仕事や
活動の場

地域
コミュニティ
の希薄化

み
ん
なが

気に
なっていることって?!

交通の便
もっと良く

などなど

　

あ
な
た
は
猪
名
川
町
が
「
好
き
」

で
す
か
？

　
「
大
好
き
」
だ
か
ら
こ
そ
、「
も
っ

と
こ
ん
な
ま
ち
」
に
し
た
い
…
っ
て
、

考
え
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
大

好
き
！
」
っ
て
、
言
い
た
い
…
だ
か

ら
、「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」
っ

て
思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
、
猪
名
川
町
に
つ
い
て
の

様
々
な
「
自
分
の
想
い
」
を
伝
え
た

く
て
、
普
段
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と

を
言
葉
に
し
、
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
場
所
、
そ
れ
が
「
未
来
創

造
交
流
会
」
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
皆
さ
ん
が
自
分

の
想
い
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
違
う

考
え
方
が
有
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ

ら
を
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
た
時
に
、

「
も
っ
と
素
敵
な
ま
ち
」「
も
っ
と
大

好
き
な
ま
ち
」
に
な
る
の
で
は
な
い

か
？
と
い
う
夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
「
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
」
多
く
の
参
加
者
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
お
話
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
想
い
を

話
す
こ
と
が
で

き
た
ほ
か
に
、

一
緒
に
語
り
、

考
え
た
仲
間
に

出
会
い
、
こ
の

出
会
い
を
大
切

に
育
て
る
こ
と

で
、
人
や
心
を

つ
な
げ
る
大
き

な
「
輪
」
に
な

る
花
の
「
種
」

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
そ

　

そ
の
「
種
」
か
ら
成
長
し
た
大
き

な
「
輪
」
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
や
行
政
の
人
な

ど
、
猪
名
川
町
を
良
い
ま
ち
に
し
た

い
と
思
う
多
く
の
人
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
輪
（
み
ん
な
）
で
、
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
、
楽
し
い

し
、
素
敵
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

交
流
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

皆
さ
ん
も
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
話

を
参
考
に
、
素
敵
な
未
来
の
猪
名
川

町
を
思
い
描
き
な
が
ら
こ
の
特
集
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
目
を
向
け
、
一
歩
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
大
好
き
な
ま
ち
」
だ
か
ら
…

　「いながわ☆未来創造交流会」は、第五次総合
計画後期基本計画を策定する過程で、まちに関わ
る人たちの声を聴くことや、参加者同士の交流、
まちづくりへの参画のきっかけとなることを目的
に、平成 25 年 10 ～ 11 月までの間に 4 回開催し、
延べ 172 人の皆さんが参加しました。

　

町
で
は
、
第
五
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
を
考
え
る
た
め
に
、
住

民
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
し
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の

「
生
の
声
」
が
聞
き
た
い
…
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
様
々
な
角

度
か
ら
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
る
方
々
に
呼
び
か
け
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
た
め
の
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、「
皆
で
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
、
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
！
」
と
の
力
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
こ
の
初
の
試
み
を

実
現
す
る
た
め
の
熱
い
思
い
を
持
っ

た
町
民
８
人
で
つ
く
る
「
仕
掛
け
づ

く
り
会
」
を
発
足
し
、
メ
ン
バ
ー

と
担
当
職
員
と
が
、　

６
回
に
渡
っ

て
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ん
て
難
し
い
名
前
は
や
め

て
、『
い
な
が
わ
☆
未
来
創
造
交
流

会
』
と
い
う
夢
の
あ
る
名
前
に
し
よ

う
！
」
と
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
は
「
み
ん

な
で
さ
が
そ
う
！
猪
名
川
の
未
来
～

あ
し
た
～
」
を
掲
げ
、
参
加
者
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。

■
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
交
流
会

★
第
１
回
＝
「
町
の
人
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
話
を
、
ま
ち
づ
く
り
の

専
門
家
に
聞
き
た
い
」
と
の
、
仕
掛

け
づ
く
り
会
メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
受

け
、
近
畿
大
学
の
久
隆
浩
教
授
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
内
容
抜
粋
】
５
年
後
、
10
年

後
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

「
ど
う
し
た
い
か
」
は
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
未
来
」
と
は
、や
っ

て
く
る
も
の
で
は
な
く
、「
ど
う
あ

り
た
い
か
」
を
考
え
て
努
力
し
て
実

現
す
る
こ
と
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
「
暮
ら
し
を
良

く
す
る
た
め
の
活
動
」
全
て
の
こ
と

を
い
い
、
活
動
の
結
果
と
し
て
暮
ら

し
が
良
く
な
る
こ
と
。

　

一
人
ひ
と
り
が
10
年
後
、
20
年
後

の
暮
ら
し
を
考
え
る
こ
と
は
、
個
人

の
生
活
設
計
。
そ
れ
に
対
し
総
合
計

画
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
想
い
を
く
み

あ
げ
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

設
計
す
る
こ
と
。
た
だ
、
町
全
体
の

計
画
と
は
い
え
、
地
域
ご
と
に
も
問

題
・
課
題
も
異
な
る
の
で
、
皆
さ
ん

で
意
見
を
出
し
合
い
「
あ
り
た
い
未

来
」
を
考
え
な
が
ら
、
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

■
い
よ
い
よ
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

　
「
あ
な
た
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
由
に
話

し
、
様
々
な
意
見
（
主
な
内
容
は
左

図
）
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
次
の

４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
。

①
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち　

②
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち　

③
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち　

④
安
心
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

★
第
２
回
＝
①
～
④
の
テ
ー
マ
ご
と

に
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
猪

名
川
町
の
い
ま
を
見
つ
め
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
い
。

★
第
３
回
＝
「
猪
名
川
町
の
未
来
～

あ
し
た
～
を
描
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に

前
回
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
。

★
第
４
回
＝
「
猪
名
川
町
の
未
来
～

あ
し
た
～
を
実
現
す
る
方
策
を
考
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
前
回
と
同
じ
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
。

　

熱
い
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
結
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と

め
、
グ
ル
ー
プ
み
ん
な
で
発
表
。
そ

の
後
、
久
先
生
に
講
評
を
い
た
だ

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
全
行
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

※
交
流
会
の
様
子
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

いながわ★未来創造交流会
みんなでさがそう！いながわの未来～あした～

仕
掛
け
づ
く
り
会
～
交
流
会

「
も
っ
と
大
好
き
な
ま
ち
」
に
…

み
ん
な
で
「
未
来
」
を
「
創
造
」

仕
掛
け
づ
く
り
会
発
足
！

い
な
が
わ
★
未
来
創
造
交
流
会

「
花
の
種た

ね

」
見
つ
け
た
！
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「今、思うこと」★未来創造交流会未来創造交流会 を終えて　～交流会に関わった、様々な立場の皆さんの思い～

いながわ

　

問合せ　
企画財政課　　
☎ 766 － 8711

　いろんな人の意見が聞
けて楽しかったし、大人
の人達は皆、頑張って猪
名川町を良くしようとし
ていると思いました。
　今まではまちづくりと

かあまり考えたことが無かったけれど、
特に里山再生などはやってみたいです。

　猪名川町が、もっと
活気があって、多くの
観光客などが来てくれ
る町になれば嬉しい
し、多田銀銅山や屏風
岩など、いろんな人に
見に来て欲しいです。
　また、このような
機会があれば参加し
たいです。

　引っ越してきて 4 年が過ぎ
ました。色々な思いを持った
方と交流したかったし、お世
話になった方々への恩返しと、
自分にもできることがあるは
ずとの思いで参加しました。
　今の時代は、何でも役場が
決めるのではなく住民も一緒
にやろう！という時代だと
思っているので、同じ思いを
持つ人たちとの良い交流の機
会となり、今でも連絡をとる
仲間もできました。
　高校生から高齢の方までと、
年齢の幅が広かったことも良
かったと思います。高校生は、
しっかりと自分の考えを話し
ていて、こんな子たちが沢山
いると、これからのまち
づくりにとても頼もしい
な…と感じました。

　役場が住民
の生の声を聞
くのはすごく
良 い こ と だ
し、集まって
話をすること
で、アンケー
トなどでは引き出せないアイ
デアなども生まれてきたよう
に思いました。
　今回の縁を大切に、これか
らのまちづくりをみんなで考
え、私自身も関わっていきた
いと感じました。
　最終回は息子も参加し、話
を聞かせてもらえたことは、
とても貴重な経験で本当に良
かったです。

　仕掛けづくり会は、年齢
層も幅広く、人それぞれの
言葉や物事への捉え方の違
いに少し驚きました。人に
伝え、広げることの難しさ
を感じながらも、話せば話
すほどに互いの思いが理解
でき、企画を進めていく過

程が楽しく、とても良い経験になりました。
　交流会は、私たち住民の様々な思いを声
に出せる場で、実現されたことが嬉しかっ
たです。初回は、個人の思いを発言するこ
とからのスタートで、行政に対する要望や
意見が多くありました。回を重ねること
で、まちを良くするために本当に考えるべ
きこと、自分たちにもできることがグルー
プごとに見えてきて、最終的にはそのため
に私たちは何をすべきなのかということを
考えることができたと思います。様々な人
がそれぞれの立場で役割を担うことが前に
進むことだと感じました。
　このように、世代を超えて集える機会が
「自治会・まち協」など、もっと身近な単位
でできれば、小さくても住民参画で実現でき
ることが増えてくるように思いますし、地
域がパワーアップすれば、その集合体の「猪
名川町」の元気につながると思います。
　今回は町の総合計画の基礎資料づくりが
目的でしたが、「人々のつながり」という、
嬉しい副産物がたくさんあり、終了後も「ま
た集まろう！」という声も生まれています。
　人と話し、何かを感じることはすごくパ
ワーになりますし、思いを共有すること以
外にも、違った思いや立場を知ることも大
切だと思いました。
　皆さん様々な活動をされていることが、す
でに「まちづくり」につながっていることも意
識できました。まちづくりのキーワードは、組
織や団体などいろいろありますが、最後はやは
り「人」だと思います。今後も、もっとたくさ
んの人と交流したいと思います。

仕掛けづくり会
山
や ま う ち

内 直
な お こ

子さん
　　 　（松尾台）

親子で参加しました！

間
ま ぶ ち

淵 領
り ょ う ご

吾さん
　　　　（笹尾）

間
ま ぶ ち

淵 弦
げ ん

くん
　（楊津小６年）

（山）交流会に参加した皆さん
は、「猪名川町をもっと良くした
い！」って、真剣に考えている
ことが「すごい！」と思いました。

（児）環境とか、あまり考えた
こと無かったのですが、いろい
ろと話を聞けたことで意識する
ようになり、もっと良い環境に
したいと思うようになりました。
猪名川町は、コミュニケーショ
ンが盛んだと思います。ランニ
ング中にあいさつしてもらえた
りして気持ちが良いです。

（水）僕たちは、学校の生徒会
で「あいさつ運動」をしていま
す。あいさつは気持ちいいし、
元気な声が返ってくると「今日
も頑張ろう」と思います。

（児）このまちは、人の温かさ
や自然の多さを感じるから、大
学に行き卒業したら、猪名川町
に戻ってきたいです。　

（山）年に 2回、教育活動の一
環として楊津小学校の「ようし
ん寺子屋」に行って、小学生に
勉強を教えたり、一緒に遊んだ
りしています。もっと回数を増

やし、ほかの学校にも行きたい
し、ほかの学生にも経験しても
らえれば、高校生と小学生の交
流が膨らむし、コミュニケーショ
ンも深まると思います。

（水）猪名川町は、僕の大好き
な自然がいっぱいあり、都会か
らも近くて、人が温かい町だか
ら多くの人に知って欲しいし住
んで欲しいです。「住みたい、帰っ
てきたいまち」だと思います。

（全員）今回の交流会は、普段
当たり前にしていることもまち
づくりにつながっているという
ことに気づく良い機会であり、
良い経験になりました。今後も
このような機会があれば参加し
たいです。

左から児
こ だ ま

玉 朋
と も ゆ き

之さん、水
か こ が わ

主川 
比

ひ ろ と

呂斗さん、山
や ま も と

本 真
ま こ

子さん　
　　　　　　（猪名川高校 2 年生）

　「いなが
わ☆未来
創造交流
会」は、「仕
掛けづく
り会」と
いう形で、
企画段階

から住民の皆さんと一緒に
取り組むなど新たな試みと
なり、猪名川町で暮らして
いく中で、どういうまちに
なったら自分たちが生活し
やすいか、人と人とのつな
がりやそれぞれの役割など
について考える機会にして
いただくことができました。
　猪名川町は、
小さいまちだか
らこそ、まちの

中で一人ひとりの顔が見え
ますし、会って話をすること
ができる、つながりの多いま
ちです。
　住民の皆さん一人ひとり
の力の結集が、これからの
猪名川町のパワーになりま
す。
　今後、交流会でいただい
た意見やアンケートの結果
も踏まえ、審議会での協議
などを経て、まちづくりの
計画を立てます。それを実
行し猪名川町のより良い未
来を創造するために、住民
の皆さん、一緒にまちづく
りを進めていきましょう！

「まち」をつくるのは「人」
　 交 流 会
の5つのグ
ループに共
通していた
ことは「つ
ないでいく」
ということ
でした。

　今回は、テーマごとにグ
ル－プに分かれたので、興
味関心のある人で集まりま
したが、せっかくいろいろ
な人がいたので、もっとテー
マを超えた交流もできれば
良かったと思います。
　今回の交流会に関わら
ず、皆さんの中には、「何
かしたい！」と思った時に、
「それならあの人紹介する
よ」「それなら私が引き受
ける！」などという人がた
くさんいると思います。

　まちづくりを進めるため
には、今まで出会わなかった
方々が知り合い、交流する
ことは非常に重要なことで、
それをどんどんつなげてい
くことができれば、面白い展
開に発展すると思います。
　ただ、自分たちの主張ば
かりでなく、どんな呼びかけ
方をすれば伝わるのかとい
うことも重要です。
　自分たちとは違う活動を
している方々ともっと交流
し、そのつながりを活かして
呼びかけてみれば、伝わるこ
ともあるのではないでしょ
うか？
　もっとみんなが集える場
所や機会、仕掛けを増やせ
ば、皆さんも元気になりま
ちに更に活気がでてくるの
ではないかと思います。

近畿大学教授
久
ひ さ

 隆
た か ひ ろ

浩さん

「つながり・活気・まちづくり」 次は、私が広げたい！
　私自身、今までこ
のような場には縁が無
く、遠目で見ている
立場でしたが、今回
ちょっとした後押しも
あり初参加しました
が、とにかく「楽しかっ
た！」です。
　私のグループは、年齢層に幅があ
り、人生の大先輩もおられたので、「福
祉」について話しても、自分の感じて
いた、障がいや子育て支援以外の高齢
者に関する福祉についての実態を伺う
こともでき、視野が広がりました。
　多くの新しい出会いもあり、交流会
後も交流は続いており、嬉しく思って
います。
　私は、私自身の経験や今回のつなが
りを基に、私みたいに悩み、しんどい
思いをしている人に少しでも声がかけ
られたり、一緒に何かできるつながり
を広げられればと思います。
　誰でも、ちょっとしたきっかけで様々
な交流の機会に参加でき、そこからつ
ながりが生まれ、それがまちづくりに
なっていくんだ…ってことを、もっと
多くの皆さんに知ってもらいたいです。

玉
た ま た に

谷 千
ち え

恵さん
　 （つつじが丘）

「みどり」と「えがお」のあふれる町

「住民も一緒にやろう！」

「里山再生、
　　やってみたい！」

みんなでつくるまち「猪名川町」

福
ふ く だ

田 長
ち ょ う じ

治町長
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目
的
別
の
歳
出
で
は
、
民
生
費

が
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正
な
ど

の
影
響
で
４
３
６
０
万
円
の
減
少

（
1.7
％
減
）、
公
債
費
が
過
去
の
繰

上
償
還
や
町
債
の
発
行
抑
制
な
ど

の
効
果
に
よ
り
８
４
７
０
万
円
の

減
少
（
9.1
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
土
木
費
で
は
橋
り
ょ

う
修
繕
工
事
や
道
路
新
設
改
良
工

事
な
ど
に
よ
り
６
９
４
５
万
円
の

増
加
（
8.5
％
増
）、
消
防
費
が
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
の
導
入
な

ど
で
３
億
２
１
２
９
万
円
の
増
加

（
66
・
０
％
増
）、
教
育
費
で
も
悠

久
広
場
整
備
な
ど
で
５
２
７
４
万

円
増
加
（
3.6
％
増
）
し
、
歳
出
全

体
で
は
２
億
４
１
６
４
万
円
の
増

加
（
2.6
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
の
歳
出
で
は
、　

投
資

的
経
費
が
公
共
施
設
の
整
備
、

改
修
工
事
な
ど
の
増
大
に
よ
り

４
億
５
５
８
０
万
円
（
99
・
３
％

増
）
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
人
件
費
は
４
５
１
１
万

円
の
減
少
（
1.9
％
減
）、
物
件
費

が
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
縮
小
な

ど
に
よ
り
９
５
０
７
万
円
の
減

少
（
4.6
％
減
）、
扶
助
費
が
子
ど

も
手
当
の
制
度
改
正
の
影
響
な
ど

で
３
７
２
１
万
円
の
減
少
（
3.0
％

減
）、
公
債
費
も
こ
れ
ま
で
の
繰

上
償
還
や
町
債
発
行
の
抑
制
に
よ

り
８
４
７
０
万
円
の
減
少
（
9.1
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
は
、
教
育
、
福
祉
、

環
境
、
衛
生
な
ど
住
民
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

扱
う
会
計
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
収
入
）
額

は
98
億
５
７
８
９
万
円
、歳
出
（
支

出
）
額
は
94
億
５
７
７
９
万
円
で
、

収
支
の
差
額
（
形
式
収
支
）
は

４
億
10
万
円
で
、
次
年
度
の
事
業

に
充
て
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る

財
源
（
繰
越
明
許
）
を
除
い
た
実

質
収
支
は
３
億
２
６
８
６
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
昨

年
度
と
比
較
し
て
歳
入
で
は

２
億
４
２
８
１
万
円
、
歳
出
で
は

２
億
４
１
６
４
万
円
増
加
し
ま
し

た
。

　

猪
名
川
町
の
歳
入
の
根
幹
で
あ

る
町
税
は
23
年
度
と
比
較
す
る

と
、
町
民
税
が
３
１
２
７
万
円
増

加
（
※
1.7
％
増
）
し
た
も
の
の
、

固
定
資
産
税
が
地
価
下
落
や
評
価

替
え
に
伴
う
影
響
な
ど
に
よ
り

１
億
１
１
６
４
万
円
減
少
（
7.0
％

減
）
し
、
た
ば
こ
税
も
３
０
０
万

円
減
少
（
2.0
％
減
）
し
た
た
め
、

町
税
全
体
で
９
４
５
１
万
円
の

減
少
（
2.5
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
庫
支
出
金
も
子
ど

も
手
当
の
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り

５
８
３
４
万
円
減
少
（
7.8
％
減
）

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
財
産
収
入
は
、
町
有
地

の
売
却
な
ど
に
よ
り
６
１
４
６
万

円
増
加
（
１
１
１
・
５
％
増
）、
町

債
も
投
資
的
事
業
の
拡
大
に
よ
り

３
億
２
８
０
１
万
円
増
加
（
56
・

２
％
増
）
し
た
た
め
、
歳
入
全
体

で
は
２
億
４
２
８
１
万
円
増
加

（
2.5
％
増
）
し
ま
し
た
。

※
カ
ッ
コ
内
の
％
は
全
て
前
年
度

比
で
す

  表 1　平成 24 年度一般会計・特別会計決算一覧表　　　　　　　　　　（単位：万円）

会　計　区　分 歳入 歳出 差引残額
残額の内訳

繰越明許 一般繰越
一　般　会　計 98億5,789 94億5,779 4億10 7,324 3億2,686

特
別
会
計

国民健康保険 33億4,886 30億6,400 2億8,486 2億8,486
介護保険 18億2,937 17億9,714 3,223 3,223
後期高齢 5億4,378 5億3,066 1,312 1,312
農業共済 2,860 1,555 1,305 1,305
奨学金 325 227 98 98
小　　　計 57億5,386 54億　962 3億4,424 3億4,424

合　　　　計 156億1,175 148億6,741 7億4,434 7,324 6億7,110

1億9,985万円
（文化体育館、公営住宅な
　どの収入）

使用料・手数料

諸収入
（貸付金に対する償還金や
　国・県以外からの助成金
　などの収入）

1億5,685万円

歳　入
98億5,789万円

町税

36億9,423万円
（町民税、
固定資産税、
都市計画税、
たばこ税
などの収入）

地方交付税
22億2,964万円

（普通交付税、特別交付税）

国県支出金
12億9,912万円
（国や県からの
　補助金など）

譲与税
・交付金

町債

9億1,134万円
（施設建設などのための借
　入金）

3億9,893万円
（平成23年度から繰越した
　収入）

繰越金

（町有地の売却などの収入）
その他 2億1,149万円

繰入金 2億4,402万円
（お金が不足したときの貯
　金からの取崩し）

5億1,242万円
（国税として徴収された
　税の配分などによる収入）

民生費
25億7,689万円
（児童、高齢者、
　障がい者などの
　福祉サービス経費）

教育費
15億2,710万円
（小・中学校、幼稚園、
　図書館、文化体育館
　などの経費）総務費

13億2,296万円
（庁舎管理や徴税、
　ふれあいバス
　などの経費）

衛生費
10億1,656万円

（健診、母子保健、
　ごみ・し尿処理
　などの経費）

土木費
8億8,988万円

（道路・公園の維持管理、
　都市計画、公営住宅な
　どに係る経費）

公債費
8億4,344万円

消防費

その他
4億7,297万円
（議会・商工費など）

8億799万円
（救急・消火・救助活動
　などの経費）

目的別歳出
94億5,779万円

（町が銀行などから借り
　入れたお金の返済のた
　めに支出した経費）

維持補修費
1億2,041万円
（学校など公共施設の修繕
　などの経費）

投資的
経費

人件費
22億9,081万円
（職員給与費
　　などの経費）

扶助費
11億8,921万円
（児童、高齢者、
　障がい者などの
　福祉サービス経費）

公債費

物件費
19億6,283万円

（消耗品や備品などの
　物品の購入、業務委託
　などの経費）

補助費等
10億9,956万円

繰出金

積
立
金

投資的経費
性質別歳出

94億5,779万円

（道路、公園、学校などの
　整備や改修に係る経費）

9億1,477万円

（国崎クリーンセンターな
　どの一部事務組合への負
　担金や各種団体への補助
　金に係る経費）

8億4,344万円
（町が銀行などから借り入
　れたお金の返済のために
　支出した経費）

（特別会計に支出する経費）
6億9,051万円

3億3,625万円
（基金の利息や寄附金など
　を基金に預金するために
　積み立てた経費）

（貸付金などの経費）

投資・出資金等
1,000万円

　平成 24 年度の一般会計・特別会計の決算が昨
年 12 月に開会された第 368 回町議会定例会で認
定されましたので、その概要を一般会計を中心に
お知らせします（水道・下水道事業会計は、昨年
9 月に認定済み）。
問合せ　企画財政課（☎ 766 － 8711）

平成 24年度
決算を認定

 
町
税
は
減
少

 
歳
入
全
体
で
は
増
加

 

実
質
収
支
は
黒
字

 

歳
出 

２
億
円
以
上
増
加

 

投
資
的
経
費 

大
幅
増
加
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294,828 円

　

基
金
（
預
貯
金
）
残
高
は
、
決

算
剰
余
金
や
寄
附
金
な
ど
の
積
立

額
が
過
去
の
借
入
金
の
返
済
な
ど

に
充
て
る
取
崩
額
を
上
回
っ
た
た

め
、
23
年
度
か
ら
９
１
７
３
万
円

増
加
し
、
57
億
５
６
４
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
金
）
残
高
は
、

71
億
７
１
０
６
万
円
と
な
り
、
23

年
度
か
ら
１
億
７
７
０
８
万
円
増

加
し
ま
し
た
。
過
去
の
繰
上
償

還
や
町
債
発
行
抑
制
の
効
果
に
よ

り
、
町
債
残
高
は
毎
年
度
減
少
し

て
い
ま
し
た
が
、
24
年
度
は
消
防

の
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
の
導

入
な
ど
の
投
資
的
事
業
の
増
加
に

よ
り
借
入
額
が
償
還
元
金
を
上

回
っ
た
た
め
、
町
債
残
高
が
増
加

し
ま
し
た
。

　

24
年
度
決
算
で
は
、
実
質
収
支

が
23
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

り
、
町
債
残
高
お
よ
び
基
金
残
高

も
類
似
団
体
（
※
）
と
比
較
す
る

と
、
財
政
状
況
が
健
全
で
あ
る
よ

う
に
見
え
ま
す
（
表
２
）。

　

し
か
し
、
町
税
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
今
後
も
大
き
な
増
加
は
見

込
み
に
く
い
状
況
で
す
。一
方
で
、

学
校
施
設
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
投
資

的
経
費
の
増
加
、
あ

る
い
は
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
経

費
の
増
加
な
ど
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
積
極
的

な
行
財
政
改
革
を
進

め
、
将
来
に
大
き
な

負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
健
全
な
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
類
似
団
体
＝
国
勢

調
査
に
よ
り
人
口
や

産
業
構
造
な
ど
が
類

似
し
た
団
体
の
平
均

的
な
状
況

木質バイオマスを燃料とした
ペレットストーブを本庁舎 1
階ロビーと大島小学校に設置
し、木質資源の活用について
啓発

⑤里山再生整備事業　
　　　　            1,313 万円

今
後
も
慎
重
な

　
　
　
財
政
運
営
が
必
要

120

100

80

60

40

20

平成 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年度

億円

0

基金
町債

町
債
残
高
が
増
加

堀家製錬
所跡遺跡
の調査成
果をもと

に遺構の復元展示や看板の
設置を行い、歴史、文化に
触れる学習の場を整備

平成 24年度の主な事業と決算額 ③多田銀銅山悠久広場
　整備事業　　4,520 万円

希少生物の生息域の確
保や環境学習の拠点と
しての北プール管理棟
を修繕

②希少水生生物等
   保全事業　 30 万円

⑥橋りょう維持補修事業　
　　　　　　          4,763 万円

橋りょうの計画的な維持補修の
ため、長寿命化計画を策定する
とともに、パークタウン内のト
ンガリ橋修繕工事を実施

①消防施設整備事業　3 億 3,012 万円

消防ポンプ自動車、高規格救急車、消防
救急デジタル無線設備を購入

い
ろ
ん
な

事業
をやってるよ
！

区　分 平成 22年度 23年度 24年度 類似団体
（23 年度）

基　金 56億 7,376 56 億 6,475 57 億 5,648 34 億 6,318
町　債 72億 1,944 69 億 9,398 71 億 7,106 96 億 7,478

（単位：万円）基金（預貯金）・町債（借金）残高一覧表
表 2　

　

町
税
収
入
総
額
を
人
口

３
万
２
０
７
９
人
（
平
成
25
年
３

月
31 

日
現
在
）
で
割
る
と
、
住

民
一
人
当
た
り
の
町
税
負
担
額
は

11
万
５
１
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
般
会
計
歳
出
総
額
を

人
口
で
割
る
と
住
民
一
人
当
た
り

が
受
け
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
額
は

29
万
４
８
２
８
円
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
差
額

17
万
９
６
６
８
円
は
、
町
税
で
賄

い
き
れ
な
い
不
足
分
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
や
借
入
金
、
基

金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
不
足
分
を

賄
っ
て
い
ま
す
。

町
の
決
算
を

「
一
人
当
た
り
」で
考
え
る
と
？

※住民一人当たり 179,668 円の不足分は、国や県からの補助金や
借入金、基金の取り崩しなどで賄っています。

平
成
24
年
度
決
算
を
認
定

基金・町債残高の推移

　猪名川町では、第五次総合計画の下記の 6 つの分野別政策に基づき事業を実施し、
予算を執行しています。

◆笑顔あふれる
　ふれあいのまち　猪名川
　　～地域・生活～
　◎防災対策事業（1,187 万円）
　　町内の孤立集落対策として衛
　　星携帯電話などの配布、防災
　　備蓄品の更新
　◎消防施設整備事業　＝写真①
　　など
◆こころ安らぐ
　自然にはぐくまれた　猪名川　
　　～環境・景観～
　◎希少水生生物等保全事業　＝
　　写真②　など
◆いきいきと暮らせる
　健康長寿のまち　猪名川
　　～健康・福祉～
　◎感染症対策事業（6,869 万円）
　　肺炎球菌予防接種費用の一部
　　助成を行うとともに、ヒブ、
　　小児用肺炎球菌、子宮頸がん
　　ワクチンの任意予防接種を全
　　額公費負担にて実施　など

◆こころ豊かな
　教育・文化のまち猪名川
　　～教育・文化～
　◎多田銀銅山悠久広場整備事業
　　＝写真③　
　◎Ｂ＆Ｇ温水プール整備事業　
　　＝写真④　など
◆活力とにぎわいのあるまち
　猪名川　
　　～都市・産業・観光～
　◎里山再生整備事業　＝写真⑤
　◎橋りょう維持補修事業　＝写
　　真⑥　など
◆人びとと行政が
　ともに歩むまち　猪名川　
　　～行政運営～
　◎町税等コンビニ収納サービス
　　（102 万円）
　　納税の利便性向上のため、コ
　　ンビニエンスストア収納を引
　　き続き実施　など

④ B&G 温水プール
　整備事業　6,199 万円

B&G 海洋センターの老
朽化に伴う大規模改修

町税の住民 1 人
当たりの額

115,160 円 △ 179,668 円

民生費 教育費 総務費 衛生費

土木費 公債費 消防費 その他
80,329 円 47,604 円 41,241 円 31,689 円

26,292 円27,740 円 25,188 円 14,745 円

住民一人当たりが受けたサービスの額

－ ＝
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所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
町
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
や
確
定
申
告

が
必
要
で
な
い
人
で
も
、
次
の
場
合
、
町
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

【
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住

ん
で
い
る
人
】

◆
平
成
25
年
中
に
事
業
・
不
動
産
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

◆
平
成
25
年
中
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
あ
っ
た
人

◆
平
成
25
年
中
に
給
与
所
得
が
あ
る
人

で
、
勤
務
先
か
ら
町
へ
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

◆
平
成
25
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
人

◆
公
的
年
金
受
給
者
で
、
社
会
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
の
諸
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

【
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
町
外
に
住

ん
で
い
る
人
】

◆
町
内
に
事
業
所
や
家
屋
敷
の
あ
る
人

　

昨
年
に
町
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

な
ど
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
２
月
上
旬
頃
ま
で
に
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

申
告
書
が
届
い
た
人
で
平
成
25
年
中
に

所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

な
場
合
は
所
得
が
な
く
て
も
、
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
・
県
民
税
の
課
税
（
所
得
）
証
明
書

が
必
要
な
人
（
融
資
、
奨
学
金
、
健
康
保

険
の
扶
養
確
認
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
給

付
金
申
請
な
ど
に
必
要
）

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

③
国
民
年
金
の
減
免
申
請
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
人

④
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該
当
す
る
人

　

町
・
県
民
税
の
申
告
は
、３
月
17
日
（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）
ま
で
、
次
の
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
（
10
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
会

場
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
窓
口　

税
務
課
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ

ン
タ
ー
（
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
は

受
け
付
け
の
み
）

▼
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

▼
相
談
・
問
合
せ　

税
務
課

確
定
申
告
が
必
要
な
人

◆
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人

◆
給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各

種
の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
・
退
職
所
得

を
除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

人◆
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所

得
・
退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人
な
ど

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
税
額
な

ど
が
自
動
計
算
さ
れ
た
申
告
書
な
ど
を
作

成
・
印
刷
で
き
、「
書
面
に
よ
り
提
出
」

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告(

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ)

を

利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
手
引
き
や
申
告
書
用
紙
な

ど
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
告
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人

▼
災
害
・
盗
難
・
横
領
に
よ
り
住
宅
や
家

財
な
ど
の
資
産
に
受
け
た
損
害
な
ど
に
つ

い
て
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合　

▼
病
気
や
け
が
な
ど
で
支
払
っ
た
多
額
の

医
療
費
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合　

▼
家
屋
を
住
宅
借
入
金
な

ど
で
新
築
や
購
入
、
増
改
築
等
を
し
て
、

（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
な
ど

「
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
」 

　

　
　  

対
象
者
拡
大

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成
26
年
１
月
か

ら
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行

う
全
て
の
人
は
、
記
帳
と
帳
簿
な
ど
の
保

存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国道 171 号線

五
合
橋
線

至猪名川

至尼崎

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線

伊
丹

至
大
阪
空
港

市立美術館

伊丹 1

伊丹アイフォ
ニックホール

いたみ
ホール

川西池田
JR宝塚線

川西市役所 7階大会議室　
（川西能勢口駅から徒歩約 5分）

伊丹市立産業・情報センター
（伊丹商工プラザ 6階＝ＪＲ伊丹駅から徒歩約 8分）

能
勢
電
鉄

阪急線 川西能勢口

確定申告会場への行き方

町・県民税の主な改正点
（平成26年度から適用分）

　東日本大震災復興基本法に基づき、地方公共
団体が実施する防災のための事業に対する費用
の財源を確保するため、平成 26 ～ 35 年度ま
での期間に限り、個人町・県民税の均等割額に
それぞれ 500 円が加算されます。
　なお、個人町・県民税が非課税の人は均等割
の引き上げの影響はありません。

2
月
28
日
が
納
期
限
で
す

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
４

期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
８
期
）

●
介
護
保
険
料
（
９
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
８

期
）

公的年金等を
受給されている人へ
◆公的年金等の収入金額の合
計額が 400 万円以下（複数
受給の場合その合計額）で、
公的年金等に係る雑所得以外
の所得金額が 20 万円以下の
場合、所得税の確定申告は不
要です
◆この場合でも、所得税の還
付を受ける場合は、申告書の
提出が必要です
◆所得税の確定申告が必要な
い場合でも、町・県民税の申
告が必要な場合があります

利用してください！

e－Tax
◆添付書類の提出を省
略可能
◆還付がスピーディー
◆ 24 時間いつでも利
用可能（一部利用制限
時間帯あり）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で

　
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
　

　
　
　
行
政
手
続
が
で
き
ま
す

　

住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド

（
以
下
「
住

基
カ
ー
ド
」）

に
「
公
的
個

人
認
証
サ
ー

ビ
ス
」
の
電

子
証
明
書
を

登
録
す
る
と
、

住
基
カ
ー
ド

を
使
っ
て
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の
確
定
申
告

（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
の
行
政
手
続
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

別
途
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
手
続
（
手
数
料
５
０
０ 

円
）
と
パ

ソ
コ
ン
に
接
続
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
の
用
意
が
必
要
。

　

住
基
カ
ー
ド
取
得
と
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
は
、
住
民
保
険
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
住
基
カ
ー
ド
を
取

得
さ
れ
る
場
合
、
住
基
カ
ー
ド
手
数
料

５
０
０
円
と
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

住
民
保
険
課
（
☎

７
６
６・
８
７
０
０
）

お早めに！

「税」の申告
確定申告会場

対象 ところ と　　き
（土・日・祝日を除く）

所得税および復
興特別所得税、
消費税、贈与税
などの申告相談
など

伊丹市立産業・
情報センター

2月6日（木）～ 3月17日（月）
午前9時～午後5時
※2月23日（日）・3月2日（日）
は開設します

ご注意ください !　
昨年開設した「アステ川西」会場は廃止

○上記いずれの会場へも、公共交通機関を利用してください　

○混雑の状況によっては、上記時間にかかわらず受け付けを締
め切る場合があります　○作成済の申告書は、税務課でも提出
できますが、税務署の収受日付印が必要な場合は、返信用封筒
を同封し伊丹税務署に郵送するか、上記申告会場、または伊丹
税務署へ持参してください

　2 月 4 日（火）～ 7 日（金）の午前 9 時～午後 4 時の間、「川
西市役所 7 階大会議室」で、「作成済みの申告書などの受け付け」
および「用紙の交付」を行いますのでご利用ください。
※川西市役所 7 階大会議室では、申告相談は行っていません。
　申告相談などについては、2 月 6 日以降、伊丹市立産業・情
　報センター会場をご利用ください。

町
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

◆
所
得
税
・
贈
与
税
・
消

費
税　

伊
丹
税
務
署
（
☎

７
７
９
・
６
１
２
１
）

◆
町
・
県
民
税　

税
務
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
２
）

問合せ


